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東南アジアのコーヒー加工輸出業者

インドネシア ・ベトナム ・シンガポール

村　　田　　武

はじめに

　近年では，わが国の農産物一次産品の輸入が世界貿易に占める割合は大きく ，とりわけ東南ア

ジア発展途上国で生産される農産物，例えは天然コム，コーヒー豆なとについては，日本市場の

動向が生産国の当該産業にきわめて大きな影響を及ぼすようになっ ている 。

　周知のように農産物分野の一次産品の大部分は，その貿易を米国や欧州の穀物メジャーや加工

食品大企業など多国籍アグリビジネスに押えられており ，日本市場に関してはこれにわが国総合

商社が加わる。さらに，多くの一次産品は途上国の重要な外貨獲得源，したがって経済成長の基

礎的条件として期待されたこともあ って，国際商品協定によっ て価格の安定をめざす国際行動の

対象にもなっ てきた。ところが，ほとんどの国際商品協定が，１９９０年代に入 って，国際価格を安

定させるための直接的な経済条項（輸出クオータや緩衝在庫に代表される）を失うとともに，代 って

その貿易や加工において独占的支配を強める多国籍アグリビジネスの求める自由貿易主義が強ま

ってきた。このような一次産品の国際貿易をめぐる変化の歴史的意味を明らかにすることが課題

になっ ているといえよう 。

　そしてすでに，別稿でも述べたように，一次産品問題についてはアジアのそれについて，生産

段階では小農民やエステート ，加工流通段階では仲買人や農協，加工輸出業者（シ ッパ ー），さら

に政府の政策などを，悲観的な評価のもとにある国際商品協定や欧米 ・日本の多国籍アグリビジ

ネス，さらに商晶先物市場などとの関連性のもとに，それをわが国を重要な市場とする産品につ

いて現代の特徴を明らかにしていくことは，途上国農村経済の発展と小農民を中心とする農村住

民の所得向上の道筋を解明し，この分野でのわが国の国際貢献策をさぐるうえで積極的な意味を
　　　　　　　１）
もつのではないか 。

　小論は，東南アジアの輸出農産物のなかでも重要な位置を占め，かつ日本市場に大きく依存す

るコーヒー豆をとりあげ，主に加工輸出業者（シ ッパー）の実態を見る。ここで紹介するのは世

界第３位の生産量をもつアシア最大の生産国イントネシア，急激に生産を伸はしタイを追抜いた

ベトナム，それにこれら東南アジア産コーヒー豆の中継貿易港であるシンガポールの加工輸出企
　　　２）
業である 。

（９０５）
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Ｉ　インドネシアのコーヒー加工輸出業者

　１　インドネシアのコーヒー輸出と流通機構

　インドネシアは１００万ｈａのコーヒー園をもち，１９９１年の生産量が４２．２万トンに達する世界第

３位のコーヒー生産国である。生産されるコーヒーの大部分３９ ．６万トン（９３．８％）がロブスタ種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
であ って，アラビカ種は２．６万トンにすぎない。インドネシアはロブスタについてはコートジボ

アールやザイール，ウガンダ，カメルーンなどアフリカのロブスタ生産諸国を凌駕する世界最大

の生産国であり ，輸出国である（表一１）。 ロブスタの主産地である南部スマトラのコーヒー・ ト

ライアングルと呼ばれるランポン，南スマトラ，ベンクールの３省は世界最大級のロブスタ産地

といっ てよい。近年ではアフリカのロブスタ生産国での政治経済の混乱がコーヒー栽培にも悪影

響を与え，コーヒー園の更新の遅れにともなう生産量や品質の低下，船積み不安定などの問題を

抱えているのに対し，アジアではこのインドネシアを中心に，品質向上と輸出量の安定性など国
　　　　　　　　　　　　４）
際市場での評価を高めている 。

　インドネシア産コーヒーは国内消費約９万トンを除いて輸出されるが，１９９１年には前年までの

繰越在庫を含めて３８ ．２万トン（３．７６億ドル）の輸出である 。１９７０年代半ばに１０万トン台に達した

輸出量（表一２）は，７０年代後半には２０万トン台へ，８０年代末には３０万トン台から４０万トンのレベ

ルに大きく伸びている。インドネ、シアにおけるコーヒー生産が７０年代半ば以降たいへんな勢いで

表一２　インドネシアのコーヒー豆
　　輸出量（１９７１～９０年）

表一１　世界の主要ロブスタコーヒー輸出国（輸出量）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｔ）
１９８０ １９８５ １９８７

アフリカ

ア　ン　ゴラ
４７ ，５００ １８ ，６００ １６ ，１４０

カメルーン
９３ ，０００ ９６ ，６００ ８４ ，４８０

中央アフリカ
１１ ，４００ １９ ，０００ １１ ，５２０

コ　　ン　　ゴ
２， １００ ２， ５００ ４８０

コートジボアール ２１６ ，０００ ２８０ ，０００ １６８ ，７８０

ガ　　ボ　　ン ６００ ２， ２００ ７８０

マダガスカル
６５ ，１００ ４４ ，０００ ４８ ，３００

ウ　ガ　ン　ダ １０８ ，０００ １５１ ，０００ １３ ，０２０

ト　ー　　ゴ
９， ０００ １３ ，５００ １３ ，０２０

ザイ　ール
５９ ，０００ ７０ ，０００ １０３ ，４４０

（アフリカ合計） （６１１ ，７００） （６９７ ，４００） （５９６ ，８８０）

アジア
インドネシア

２１７ ，０００ ２７３ ，０００ ２７２ ，６４０

フイリピン
１６ ，０００ ３１ ，２００ １６ ，２６０

スリランカ
９００ ５０００ ７４８

タ　　　　イ
２， １００ ２０ ，５００ ２２ ，６８０

（アジア合計） （２３６ ，０００） （３２９ ，７００） （３１２ ，３００）

（出所）Ｒｅｎ６Ｃｏｓｔｅ，Ｃｏ丘ｅｅ，ｔｈｅ Ｐｌａｎｔｍｄｔｈｅ　Ｐｍｄｕｃｔ，１９９２，ｐ．２６２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９０６）

量（トン） 金額（千ドノレ）

１９７１ ７４ ，２００ ５５ ，３８５

１９７２ ９５ ，６００ ７２ ，４４０

１９７３ ９９ ，７００ ７７ ，４４５

１９７４ １１４ ，１００ １０１ ，３４１

１９７５ １２８ ，３８１ ９９ ，８０４

１９７６ １３６ ，２７２ ２３７ ，５１７

１９７７ １６０ ，３５９ ５９９ ，２５３

１９７８ ２１５ ，８６４ ４９１ ，１１１

１９７９ ２２９ ，１９２ ６１４ ，２３６

１９８０ ２３８ ，６７７ ６５６ ，００３

１９８１ ２０９ ，６９５ ３４５ ，９４２

１９８２ ２２６ ，９４０ ３１４ ，６１９

１９８３ ２４１ ，２２３ ４２７ ，２１１

１９８４ ２９４ ，４６３ ５６５ ，２４１

１９８５ ２８２ ，６７１ ５５６ ，２０３

１９８６ ２９８ ，１２４ ８１８ ，３８９

１９８７ ２８６ ，３１６ ５３５ ，５６６

１９８８ ２９８ ，９９８ ５３０ ，２３７

１９８９ ３５７ ，９０２ ４９０ ，４０６

１９９０ ４４２ ，１８１ ３７７ ，２０１

（出所）ＣＩＣ（Ｃａｐｈｃｏｎ　Ｉ　ｄｏ　ｅｓｉａｎ　Ｃｏ阯

　　 ｓｕ１ｔ）資料（原資料は１９７１－７４年に

　　ついてはインドネシア銀行，１９７５～
　　９０年については中央統計局）



　　　　　　　　　　　　　　東南アジアのコーヒー加工輸出業者（村田）

拡大したさまが見て取れよう 。

　　　表一３　東南アジアのコーヒー輸出３国の　　　　　　表一３で輸出先を見ると ，

　　　　　　仕向地別輸出量　　　　　　　　　　　（ｔ）

インドネシア タ　イ ベトナム
（１９９１年） （１９９２年） （１９９１年）

日　　本
６９ ，３１３ ８， ０６８ ５１７

韓　　国
１２ ，５１６ ７， ２０２

ｉ

シンガポール
１９ ，６７４ ６， ６９５ ５３ ，０７３

オーストラリア
１， ３５２ ７５２

■

イギリス
１３ ，３３１ ５， ２７３ ２８８

ド　イ　ツ
９３ ，２１９ ４， ５４３ １， ２２８

オランダ
１１ ，１８６ ６００ ３４１

イタリア
１０ ，２９３ ４６９ ６００

ハンガリー
１２ ，７３７ ２６７

■

ポーランド
１８ ，８５６ ５， ５５０

一

アメリカ
２３ ，７０８ ２８ ，２０３

一

アルジェリア
５１ ，５３８

一
２， ５００

フランス
８０９ ３７ ３， ２５２

オーストリア
１， ３２５

一
７， ５００

旧　ソ　連 ・ ■
９６６

ブルガリア
１００

一
４５１

ユー ゴスラヴィア ７００

一
７０５

ス　イ　ス
１， ０３１

．
１， １００

香　　　港
８８６

■
１， ５８８

中　　国
９５４

・
８００

インドネシァ ｉ ■
１， ２００

タ　　　イ
２０

一
１５０

そ　の　他
３８ ，５５５ ２， ０１４ ５３０

合　　計
３８２ ，１０３ ６９ ，６６５ ７６ ，８８９

５

（出所）（財）新農政研究所『商品先物取引研究 ・南北貿易におけるコーヒ

　　 ー豆一日本の国際貢献策を求めて一（中間報告）』 ，１９９３年９月 ，６９

　　 ぺ一ジ 。

一カーであるネ ッスル社がインドネシア産を原料として調達しはじめたことによっ ている。シン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
ガポールヘの輸出は，シンガポールの輸出業者による加工再輸出が中心である 。

　インドネシアのコーヒーの生産から加工輸出にいたる流通機構は図一１のとおりである 。

　　　　　　　　　　　　　　図一１　インドネシアのコーヒー流通

　　　　　　　　　　　１００万ｈａ　　　　　　　２．６万ｈａ　　　　　　　　　　３．Ｏ万ｈａ

　　　　　　　小農民４１６万ｔ　　国営農場１３万ｔ　　民間エステート１６万ｔ

　　　　　　　　　　　　　ドイツ ，

日本を含むアジア，東欧，アルジェリ

アが目立つ。近年の輸出はドイツ ，日

本向けが増加し，インドネシアコーヒ

ーにとっ て伝統的な大輸出市場であ っ

た米国が８０年代半ばの３分の１にまで

落ちている。ドイツ向け輸出の伸びは ，

ハンブルクを中継港とする東欧への輸

出がドイツ向け輸出として増加したこ

とによる。日本については，インスタ

ントコーヒーの伸びによるところが大

きく ，一国としてはインドネシァにと

って最大の輸出市場である。米国への

輸出減は，米国内での需要がアラビカ

指向を強めたことと ，ブラジルのロブ

スタ生産が拡大し輸送コストの面でイ

ンドネシア産ロブスタよりずっと優位

に立ったことによっ ている。韓国，イ

ギリス（旧宗主国としてウガンダのロブ

スタを輸入していた）への輸出はこれら

両国の最大のインスタントコーヒーメ

出荷
グループ

協同
組合

仲買人

加工輸出業者　　　　国営輸出公社

　　　　　　　　　　　輸出 　輸出 麟業者

囲£
国職費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８．５万ｔ）　　　（Ｏ．５万
ｔ）

　イントネシアのコーヒー 栽培は王として小農民（・ｍ・１１ｈ・１ｄ…）によるものであ って ，１９９０年の

全国のコーヒー 栽培面積１０５ ．６万ｈａのうちの１００ ．Ｏ万ｈａ（９４．７％）は彼らの経営になる。生産量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９０７）



　６　　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４３巻 ・第６号）

では小農民は同年の全国生産量４４５万トンのうち４１６万トン（９３５％）を占める。小農民以外で

は民問エステートが３ ．Ｏ万ｈａ（２ ．８％），１ ．６万トン（３ ．６％），国営農場（コーヒー国営農場は５農場あ

る）が２ ．６万ｈａ（２ ．５％），１ ．３万トン（２．９％）である。地域的には南部スマトラ３省のロブスタ産

地に４５ ．３万ｈａ， 北部スマトラ（アチ ェ， 北スマトラの２省）のアラビカ産地（マンデリン ・アチ ェァ

ラビカやガヨマウンテンなどの産地ブランドが著名）に１２ ．７万ｈａなど合計５１ ．８万ｈａと ，全国のコー

ヒー栽培面積の半分はスマトラにある。スマトラ以外では，ジャワ島に１４ ．６万ｈａ（東ジャワにロ

ブスタ種を主とする国営農場４農場が集中している），バリ島からチモール島にいたる小スンダ列島に

１３ ．７万ｈａ， スラウェシ鳥に８ ．３万ｈａ（カロシ，トラジャなどの高級アラビカで有名）ある 。

　小農民が生産した コーヒー豆は通常，パーチメントコーヒー（採取したコーヒーチ ェリーを天日

乾燥させ，外皮を取り除いた状態のコーヒー豆）の状態で，庭先か定期市で仲買人に売られる。その

際， 小農民が個々に仲買人に売る方式だけでなく ，農家グループによる共同販売，さらには村落
　　　　　　　　　　　　６）
協同組合による共販もある。仲買人は集荷したパーチメントコーヒーを再乾燥と脱穀（ハリング

マシーンにかけてシルバースキン等の内皮を取り除く）によっ てグリーンコーヒーにして，輸出港に

精選加工工場をもつ輸出業者に売る。工場への運搬は仲買人が行なう 。民問エステートはその多

くが輸出業者の直営農園と見られる。国営農場のコーヒー豆は国営輸出公社を通じて輸出されて

きたが，近年ではほとんどが民間輸出業者を通じて輸出されるようになっ ている。約９万トンと

推計されている国内消費向けのコーヒー（８ ．５万 トンがレギュラーコーヒー ５，Ｏ００トンがインスタントコ

ーヒー）は，仲買人ないし輸出業者から国内焙煎業者，国内インスタント加工業者に売られる 。

　２　加工輸出業者

　（１）輸出業者協会

　インドネシアのコーヒー加工輸出業者は，１９７９年に商業省の指導のもとにインドネシア ・コー

ヒー 輸出業者協会（ＡＳＯＳＩＡＳＩＥＫＳＰＯＲＴＩＲＫＯＰＩＩＮＤＯＮＥＳＩＡ，ＡＥＫＩ）を結成し，王要生産１３省に

地方支部を組織している。その王たる業務としては，国際コーヒー協定（ＩＣＡ）にもとづく輸出クオータ

制をインドネシアが遵守し，輸出業者に配分されたクオータの管理を行なうとともに，そのもと

でのインドネシアコーヒーの品質基準の確定や管理，さらに品質向上のための小農民生産者に対

する技術普及などを行な ってきた 。

　コーヒーの国際市場において，インドネシア産コーヒーの最大の問題はその品質の不安定さで

あっ た。 というのは，小農民生産が主流をなすインドネシアでは、小農民による収穫から乾燥に

よるパーチメントコーヒーへの農家庭先での一次加工段階で発酵臭，カビ臭，異臭が付着するこ

とが少なくないこと，さらに選別の不十分さによる欠点豆や異物（土，小石，小枝など）の混入が

甚だしく国際市場でのインドネシア産コーヒーの評価を著しく損なっ ていたからである。商業省

の指導のもとに１９７８年に初めて輸出向け品質規格制度が導入されている。それは３００ｇのサンブ

ルの豆の中に欠点豆が何粒入 っているかで格付けする方式であ った。この品質規格制度は

ＡＥＫＩが組織されて以降改善され，現行の規格基準（ティフェクト制）は１９８３年に設定され，さ

らにグレード区分を一部精密にしたものである。コーヒー豆の欠点の型（ＴｙｐｅｏｆＤｅｆｅｃｔ。）とそ

れぞれの欠点値（Ｖ．１ｕ。。ｆ　Ｄ．ｆ。。ｔ。）は表一４（１）のとおりであり ，サンプル３００ｇ中の欠点値合計を

基準にして，表一４（２）のようなグレード区分がなされ，輸出されるコーヒー豆はこれにもとづい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９０８）



　　　　　　　　　　　　　　東南アジアのコーヒー加工輸出業者（村田）

　　　　　　　　　　　　　表一４　インドネシアの輸出コーヒー品質基準

（１）コーヒー 豆の欠点の型（Ｔｙｐｅ　ｏｆ　Ｄｅｆｅｃｔｓ）と欠点値（Ｖａ１ｕｅ　ｏｆ　Ｄｅｆｅｃｔｓ）

７

番号

０１

０２

０３

０４

０５

０６

０７

０８

０９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

欠　　　点　　　の　　　型

１ｂ１ａｃｋｂｅａｎ（星い豆１個）

２ｐａ血１ｙ　 ｂ１ａｃ ｋ　ｂｅａｎｓ（部分的に里い豆２個）

２ｂｒｏｋｅｎｂ１ａｃｋｂｅａｎｓ（崩れた里い豆２個）

１ｈｕｓ ｋ　ｂｅａｎ（外皮付き豆１個）

４ｂｒｏｗｎ　ｂｅａｎｓ（褐色豆４個）

１１ａｒｇｅ　ｈｕｓｋ　ｆｒａｇｍｅｎｔ（大きな外皮のかけら１個）

２ｍｅｄ１ｍ　ｈｕｓｋ　ｆｒａｇｍｅｎｔｓ（中くらいの外皮のかけら２個）

５ｓｍａ１１ｈｕｓｋ　ｆｒａｇｍｅｎｔｓ（小さな外皮のかけら５個）

１０ｂｅａｎｓ　ｍ　ｓ１１ｖｅｒｓｋｍ（ｆｏｒ　ｒｏｂｕｓ悦ｃｏ伍ｅｅ，ｗｅｔ　ｐｒｏｃｅｓｓｅｄ）（ンルハ ースキ ノ付き豆１０個，水洗式ロフスタ）

２ｂｅａｎｓｍｐａｒｃｈｍｅｎｔ（ハーチメント付き豆２個）

２１ａｒｇｅｐａｒｃｈｍｅｎｔｆｒａｇｍｅｎｔｓ（大きなハーチメントのかけら２個）

５ｍｅｄ１ｍ１ｐａｒｃｈｍｅｔ　ｆｒａｇｍｅｎｔｓ（中くらいのハーチメントのかけら５個）

１０ ｓｍａｌ１ｐａｒｃｈｍｅｎｔ　ｆｒａｇｍｅｎｔｓ（小さなハーチメント１０個）

５ｂｒｏｋｅｎ　ｂｅａｎｓ（崩れ豆５個）

５ｍａ肚ｅｂｅａｎｓ（未貌豆１個）

１０ｂｅａｎｓｗ１ｔｈｏｎｅ ｈｏ１ｅ（穴あき豆１０個）

５ｂｅａｎｓ　ｍｏｒｅｔｈａｎｏｎｅ ｈｏ１ｅ（１個以上の穴のあいた豆５個）

１０ ｓｐｏｔｔｅｄ　ｂｅａｎｓ（ｆｏｒ　ｗｅｔ　ｐｒｏｃｅｓｓｅｄ）（傷つき豆１０個，水洗式）

１１ａｒｇｅｓｔｉｃ ｋ， ｐｉｅｃｅｏｆｈａｒｄｅａ血ｈｏｒｓｔｏｎｅ（大きな枝，固い土ないし石の大きなかけら１個）

１ｍｅｄ１ｍ　ｓｔ１ｃ
ｋ， ｐｌｅｃｅ　ｏｆｈａｒｄ　ｅａｒｔｈ　ｏｒｓｔｏｎｅ（中くらいの枝，固い土ないし石の中くらいのかけら１個）

１ｓｍａｌ１ｓｔｉｃ ｋ， ｐｉｅｃｅｏｆｈａｒｄｅａｒｔｈｏｒｓｔｏｎｅ（小枝，固い土ないし石の小さなかけら１個）

欠点値

　　　　表一４

（２）デイフェクト制による
　グレード区分

グレード

１

２

３

４ａ

４ｂ

５

６

欠点値合計の基準

最大１１

１２～２５

２６～４４

４５～６０

６１～８０

８１～１５０

１５１～２２５

注）１　貿易省標準化晶質管理

　　局 ・品質検査管理局が監

　　督
　２　１９８３年１０月１日に始め

　　て実施された際には，グ

　　レード４ａ ，４ｂはひと

　　 つのグレードであ った 。

て６段階にグレー ディングされている（中級の標準晶であるグレード

４が４ａ ，４ｂに細分されているのを考慮すれば７段階）。 グレード６の

基準に合格しない豆は輸出が許可されないので，国内向けとなる 。

インドネシア ・ロブスターコーヒーの最大の輸出港であるランポン

港から輸出されたコーヒーのグレード別輸出量は表一５のとおりで

ある（原表ではグレード４が４・ ，４ｂに細分されていない）。 標準品で

あるグレート４が輸出量の７０％台に達したのは，基本的には近年の

インドネシア産ロブスタコーヒーの品質管理が改善されてきたこと

をしめしている。ただし ，１９９２，９３年に最低品質のグレード６の輸

出量がそれ以前より大きく減った背景には，品質改善だけでなく ，

アフリカ産ロブスタの減産のもとで欧州市場でのインドネシア産グ

レード４の需要が高まっ たという事情をも反映しているという 。ち

なみにネ ッスル社やＡＧＦ社がインスタントコーヒー原料として買

っているのが大部分グレード４である 。

　このディフェクト制はロブスタ，アラビカ共通の規格基準であるが，これに水洗式精製法（ウ

ェット ・プロセス），非水洗式（ドライ ・プロセス，天日乾燥）精製法別（アラビカは産地品種によっ て

水洗か非水洗精製かがほぼ決まっ ている），さらに非水洗式がほとんどであるロブスタについては ，

最終加工工程で機械や手で磨き上げる作業を加えた豆（ＡＰ －１，アフターポリ ソシ ュ）とそうした作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
業を加えていない豆（ＥＫ－１，ノンポリッ シュ）という区分が組み合わせられる 。

　ロフスタの水洗式精製品（ＷＩＢ －１，ＷＩＢ－２）は東ジャワの国営農園と民問輸出業者の直営エス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９０９）



８ 　　　　立命館経済学（第４３巻 ・第６号）

表一５　ランポン省のコーヒー輸出（グレード別）

価額
グレード別輸出量

歴年 （１ ，ＯＯＯドル）
量（トン） グレード１ グレード２ グレード３ グレード４ グレード５ グレード６

１９８８ ２１４ ，３０１ １１７ ，７８８ ９００ １， １００ ２， ３５２ ７８ ，１４８

（１００％）

９， ４０１ ２５ ，８７８

（０％） （１％） （２％） （６７％） （８％） （２２％）

１９８９ １９９ ，５１０ １４８ ，８７１ １， ４８８ ２， ９７７ ２， ９７７ １０５ ，７０１ ５， ９５４

（１００％）

２９ ，７７４

（１％） （２％） （２％） （７１％） （４％） （２０％）

１９９０ １６５ ，４９０ １９１ ，３９８ １， ９２４ ５， ７７４ ３， ４６４ １２２ ，１１１ １１ ，９３３ ４６ ，１９２

（１００％） （１％） （３％） （１ ．８％） （６４％） （６ ．２％） （２４％）

１９９１ １７５ ，５９９ ２０４ ，１８５ ４， ８８３ ４， ８８３ ５， １０４ １４３ ，３７７ ３， ０６２

（１００％）

４２ ，８７６

（２％） （２％） （２ ．５％） （７１％） （１ ．５％） （２１％）

１９９２ １００ ，６７１ １２２ ，６７１ ２， ６４５ ２， ６６１ ３， ９２５ ９３ ，５２１ ４， ７１５

（１００％）

１５ ，２０４

（２％） （２％） （３％） （７６％） （４％） （１３％）

１９９３ １１２ ，３２９ １３０ ，２５５ １５０ ３， ５９５ ６， ８５０ ９３ ，８９９ ６， ６２５

（１００％）

１９ ，１３６

（１ ．１％） （２ ．７％） （５ ．２％） （７２％） （５％） （１４％）

　（注）１９９３年については８月までの数値である 。
（出所）　ランポン省資料 。

テートで一貫生産され品質的に問題の少ないもので，グレードは１ ，２に評価される。ロブスタ

の大部分を占める非水洗式精製品のうち ，ＡＰ－１は精製にさらに手が加えられた分，歩留りが下

がり ，香りも落ちるが，風味が良くなり価格が高くなるとともに，欠点豆や異物の混入も減って

グレードは２から４が中心になる。缶コーヒーの原料豆にこのＡＰ－１が主に使われるので ，

ＡＰ－１の輸出先は日本が中心となる。インスタントコーヒーの原料は通常のＥＫ－１が使われる ．

グレードが５ ，６といっ た下級品は大部分がロブスタのＥＫ－１ということになる 。

　アラビカのうち北スマトラ産のマンデリンは非水洗式精製でグレード３ ，４が中心，ジャワ ，

カロシ，トラジャなど水洗式アラビカはグレード１ ，２が中心になる 。

　さて，国際コーシヒー協定による輸出クオータが実施されていた時期にはおよそ３００社程度で

あっ た輸出業者は，１９８９年７月に輸出クオータ制が停止され，それに対応してインドネシア政府

が規制を緩和したことにともなっ て， 協会への登録業者数は１ ，０００社にも増えた。これは，イン

ドネシア国内でのクオータの輸出業者への配分が輸出実績をもとに行なわれてきたという事情が

則提にあ って，既存業者がいずれ新ＩＣＡ協議がまとまり輸出クオータ制が復活するだろうと予

測し，新たな配分枠の獲得を狙って，１社当たり４ ，５社もこの間に別会社を設立したことによ

るものである。ところが，それ以降，国際価格の急落にともなっ てそれら別会社の多くは営業を

停止してしまっ ており ，１９９３年に営業している業者はおよそ３５０社程度ということである 。

　輸出業者の多く ，とくに大手業者は大部分が華僑系である。インドネシアのコーヒー豆輸出業

務は，その決定的部分が華僑資本に握られているといえる。以下は，ロブスタコーヒーの代表的

輸出港であるランポンとパレンハン，およぴ古くからのアラヒカコーヒー産地である北部スマト

ラを後背地にもつメダンの輸出業者協会支部，さらにトッ プクラスの輸出業者であるプラシダ ・

グルー プの精製加工工場の調査にもとづくものである 。

　（２）南部スマトラのロブスタ産地の輸出業者

　ＡＥＫＩランポン省支部には，ランポンでコーヒーの精製加工 ・輸出業務を行なう２８６社が加盟

している。インドネシアのコーヒー輸出量に占めるランポン港からの輸出が表一６に見られるよ

うにたいへん大きいために，輸出業者の数も多い。これはランポン港からは同省内産のコーヒー

豆だけでなく ，輸出港をもたないベンクール省産の大部分，さらに南スマトラ省産の一部も輸出

されるからである。ただし，９０年代に入って国際価格が大きく下落して以降は，実際に営業中の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９１０）



ランポン輸出額 全国輸出額
（１ ，ＯＯＯドル） （１ ，０００ドル）

比率（％）

１９８３ １３５ ，５０７ ２１１ ，８３５ ６３ ．９６

１９８８ ２１４ ，３０１ ４０９ ，６４０ ５２ ．８７

１９８９ ２００ ，０５３ ３９３ ，２００ ５０ ．８７

１９９０ １８９ ，０２０ ３７６ ，８００ ５０ ．１６

１９９１ １８１ ，２２６ ３７３ ，１９０ ４８ ．５５

１９９２ １００ ，６７１ ３０３ ，９４０ ３３ ．１２

　　　　　　　　　　　　　東南アジアのコーヒー加工輸出業者（村田）　　　　　　　　　　　　　　９

表一６　ランポンからのコーヒー豆輸出額の全国　　会社はわずか２０社程度に限られるという 。後に

　　輸出に占める割合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介するプラシダ ・グループ傘下のアネカ ・ス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ンベル ・ケンカナ社をトッ プに，販売量が年問

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！万トンを超えるのは７社，その他はいずれも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１万トン以下である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南スマトラ省都パレンバンには現在１１０社の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輸出業者がある。この３年間に新規に設立され

（出所）ランポン省資料。　　　　　　　　　　　　たのは１４杜である。取引高規模では４万トンを

超えるアネカ ・ブミ ・アシー社（プラシダ ・グループ）が飛び抜けた存在で，８ ，ＯＯＯトンから１万

トンが２ないし３社，５ ，ＯＯＯ～８，ＯＯＯ＋ンが２ないし３社，３ ，ＯＯＯ～５ ，ＯＯＯトンが２ないし３社であ

って，他は３，ＯＯＯトン未満の小規模業者が多数である。このなかにはジャカルタに本社がある会

社があり ，各社は集荷および輸出でグループを編成している。パレンバン港は外洋からムシ川を

７時間遡った良港（外洋船入港可能）であ って，南スマトラ省内産のコーヒーだけでなく ，港湾に

恵まれないベンクール省産のものも多くがこの港から輸出される 。ＣＶ．スレッ クス杜（取引高

７，Ｏ００トンでパレンバンの業者としては大手）のように，アメリカおよび欧州の焙煎業者と代理店契

約を結び，安定した輸出業務を行なっ ている割列があり ，パレンバンの輸出業者の経営戦略は多

様なようだ 。

　南スマトラ省のコーヒー産地はパレンバンから南西に３００ｋｍ離れたラハト ，ムアラエニム ，

バツラジャなど遠隔地にあり ，すべてロブスタコーヒーである 。生産農家数は現在１７万３
，６００戸

を数える。この省のコーヒー栽培もランポン省と同様に小農民に担われている。生産農民から買

い上げられているコーヒー 豆は１９９０年８２ ，６００トン ，９１年８１ ，５００トン
，９２年８２ ，７００トンとされてい

るので，ランポン省とほぼ同等の生産量のようである 。

　ＡＥＫＩ南スマトラ省支部としては，奥地の標高１ ，ＯＯＯｍを越える高地がアラビカ栽培適地で

あるので，新たに輸送インフラ整備を進めさえすれば，アラビカコーヒー産地の開発が可能であ

るとしている。すでに３ヵ 所の開発適地を選定済みであ って，開発資金の農民への貸与と技術指

導についての政府の協力を求め，具体化に着手することをめざしている。この南スマトラ省支部

は全国の輸出業者協会支部のなかでも最も良く組織された最大規模の支部だとされているから ，

このアラビカ開発計画が進展する可能性もありえよう 。

　（３）北スマトラ省のアラビカ旧産地輸出業者

　イントネシアのアラピカコーヒーを代表するマンテリンの産地である北スマトラ省のＡＥＫＩ

北スマトラ省支部（メダン）に加盟している輸出業者は１７０杜を数える。しかし，国際コーヒー価

格が底値にはりついた１９９２年半ば以降にも営業を継続している会社は３０社余りにとどまる 。１９９０

年６月にコーヒー取引会社設立許可条件が緩和されたことにともなっ
て， ここメダンでも新設さ

れた会社が少なくないことによっ ている 。

　メデンに本杜を置く輸出業者のトッ プには取引高１８，ＯＯＯトンのグヌン ・リントン社（ＰＴ

ＧＵＮＵＮＧ　ＬＩＮＴＯＮＧ社）である。この会社の取引のうちアラビカは１０％であ って，ランポン 省

で買 って輸出しているロブスタが９０％をしめるというから，アラビカ旧産地を後背地にもつ輸出

業者も ，その業務はロブスタの精製加工を中心にせざるをえないことがわかる。次いで大きいの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９１１）



　１０　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４３巻 ・第６号）

は取引高５ ，０００トン前後が３社，大部分の輸出業者は１ ，ＯＯＯトン以下である。なお，メダンにイン

スタントコーヒー工場を持っているサリ ・インドフード社（ＳＡＲＩ　ＩＮＤＯＦ００Ｄ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ）

はインドネシアを代表するインスタントコーヒー・ フランド（年産７ ，０００トン）であるＩｎｄｏｃａｆｅの

メーカーである 。

　メダンから輸出されるアラビカコーヒーは北スマトラ省産と ，アチェ省産のものであ って，い

ずれも仲買人によっ て集荷される。平年作としてはアラビカが北スマトラ省（産地は主にトバ湖周

辺のリントン，シリ ，シディカラン地区）で８ ，０００トン，アチ ェ省（主にタケンゴン地区）で１ ．５万トン

の計２ ．３万トン，ロブスタコーヒーは北スマトラ省で２ ．０万トン，アチ ェ省で７ ，０００トンの計２ ．７万

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）トンであろうが，１９９２年，９３年には生産量は半減しているのではないかと見られている
。

　メダンから輸出されるコーヒーの輸出先は伝統的に日本が中心であ った。とくにマンデリンコ

ーヒーは１９７６年に野村貿易が手掛けて以来，ほとんどが日本向け輸出であ った。しかし，ここ１ ，

２年は生産量の減少で日本市場での競争力が低下し，しだいに日本向け一辺倒ではなく ，東欧や

台湾，米国向けが増えている。米国向けは西海岸のグルメコーヒー向けだという 。シンガポール

が近いが，シンガポールのトレーダーへの輸出はわずかのようである 。

　１９８９年７月の輸出クオータ停止後，コーヒー価格はロブスタでは１ｋｇ当たり１ ．８０ドルから８０

セントに下落し低迷の後，９３年夏以降はやや回復しつつある。しかし，調査を行なっ た９３年１１月

ではアラビカは３ドルから１ ．８０ドルに下がったまま，まだ回復力が弱かった。輸出業者にとっ て

は， 国内で仲買人から買い付ける価格とは逆ざやもありえ，２．４０ドル水準までの回復が期待され
　　　９）

ていた・ただし，そうした価格回復を国際コーヒー協定の輸出クオータ制の復活に期待するとい

った考えはなく ，復活を望まないというのが，メダンの代表的輸出業者の共通認識であるとみら

れる。輸出業者としては国際コーヒー協定に規制されるよりも ，当面は利鞘が薄くても ，自由な

取引が好ましいということであろう 。１９８０年代に急速に伸びた南部スマトラのコーヒー・ トライ

アングルをバッ クにしているランポンやパレンバンの輸出業者と比較すると，このメダンの業者

は輸出業務に関して歴史的蓄積があり ，それだけに自由競争を望む意識が旺盛であるといえよう 。

　（４）　プラシダ ・グルー プ

　インドネシアを代表するトッ プクラスのコーヒー輸出業者がプラシダ ・グループ（ＰＲＡＳＩＤＨＡ

ＧＲＯＵＰ，株式非上場）である。古くからコーヒー輸出業務を行なっ てきた華僑系の４社が１９８４年

にグループを編成し，インドネシア ・ロブスタコーヒーの主産地であるスマトラ南部に出資して

コーヒー豆工場を獲得しながら，現在ではインドネシアコーヒー輸出業者の大手に成長したもの

である。商晶輸出では，コーヒー以外にもタピオカ，ゴム，スパイス，カカオ豆などを手掛け ，

さらに自動車部品製造，不動産部門，ホテル経営（ハリ島にホテルを２っ経営）に進出するととも

に， 銀行をもグループ内に設立している。１９９２年にはまぐろ缶詰（シーチキン）会社であるアネ

カ・ ツナ社（ＰＴ－ＡＮＥＫＡＴＵＮＡ）を伊藤忠 ・はごろも食品と合弁でスラバヤに創業した 。

　コーヒー部門はジャカルタのグルー プ本社の統轄のもとに，計１６杜の輸出会社を傘下にもつ 。

これは，このグループもＩＣＡの輸出クオータが再び配分されることを予想して，基本枠獲得を

有利にするために輸出会社を増やしたことによっ ている。１６社とも解散せず維持している。ただ

し， 主力はランポン省に年問５万トンの加工処理能力のある工場をもつアネカ ・スンベル ・ケン

カナ社（ＰＴ　ＡＮＥＫＡ　ＳＵＭＢＥＲ　ＫＥＮＣＡＮＡ），パレンハンに同じく年間５万トンの加工処理能力
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のある工場をもつアネカ ・ブミ ・アシー 社（ＰＴ．ＡＮＥＫＡ　ＢＵＭＩ　ＡＳＩＨ社），スラバヤのアネカ
・

ブミ ・ケンカナ社（ＰＴ．ＡＮＥＫＡ　ＢＵＭＩ　ＫＥＮＣＡＮＡ）で集荷 ・精製し，ジャノカルタのグループ本

杜の管理のもとに輸出している 。１９９３年度ではランポン，パレンバンの２社で合計９万トンほど

の製造となっ ており ，輸出量は９万トンないし１０万トンにのぼる。インドネシアのコーヒー輸出

総量の４分の１がこのグループの手中にある（なお，スラバヤエ場については，東ジャワ地域では国

内ロースターの集荷に押されて，荷が十分には集らないとのことであ った）。

　プラシダ ・グループが大きく成長した背景のひとつに，このグルー プがアルジェリア向け輸出

を独占しているという事情がある。インドネシアからアルジェリアヘの輸出量は１９９０／９１年度

４１ ，３９０トン（インドネシアの輸出総量の１０ ．９％で，輸出先第３位），１９９１／９２年度４６ ，７４５トン（同１７ ．７％ ，

同第２位）と ，きわめて重要な輸出先とな っている。これはインドネシア政府とアルジェリア政

府の双方に繋がりのあるプラシダ ・グループが，アルジェリア輸入公社と契約する事実上の国家

貿易的輸出権益を握っていることによっ ている。なお，このグループの対欧州 ・日本向け輸出の

ほほとんどは伊藤忠商事との取引によるものである 。

　アネカ ・スンベル ・ケンカナ社を見よう 。

　プラシダ ・グループ傘下の代表的 コーヒー輸出業者のひとつが，バンダルランポンのアネカ
・

スンベル ・ケンカナ社である。プラシダ ・グループ編成１年後の１９８５年に設立されており ，主な

加工品目はコーヒー（コーヒー豆の精製加工の最盛期は４～７月であるが，通年，加工作業がある）とタ

ピオカ（同８～１１月）であり ，これにメイズ（同１～２月），こしょう ，バニラなどが加わる 。

　この会社はロブスタ産地のランポン省で原料豆を獲得する加工輸出業者であるが，今後の経営

戦略のひとつとして，アラビカ直営農園をベンクール省で経営する方針を固め，すでに６００ｈａ

の土地を取得し準備を進めている 。すでに１００ｈａほどは新植も終えているという 。

　１９９３年は１月から１０月の問に，５万トンを製造した。通年では６万トンの製造規模をもつイン

ドネシア最大級のコーヒー工場である。原料豆はほとんどが仲買人５ ，６社を通じて買い付けて

いる。生産農家から直接買い入れるというのはごくわずかである。農業協同組合からの買付けも

わずかである。買い値は王にロントン市場を参考にしている 。例えは１９９３年１１月１６日では
，「ロ

ントン市場を参考にすると ，今日クレート４が売れそうな価格は１ ，１１０トル（１トン当たり）であ

る。 それをインドネシア ・ルピアに換算（１ドルが２，０８０ルピア）すると１ｋｇ当たりで２
，３１０ルピ

ア（ＦＯＢ）である。これを基礎にして，逆ざやではあるがグレード４を１ ，１６５ドル／トン（２
，４２３ル

ピア／ｋｇ）までは買 っている」という 。国内で売ることもある　　例えはネ ソスル ・ランポンエ

場へは輸出向けより高値の１ ，２００トルで売ったとのこと　　
し， とりあえず倉庫に入れさせて ，

値決めは後でということもあるので，買付価格は単純ではない。買い入れるコーヒー豆の品質は ，

現在の低価格のもとでも良くも悪くもなっ ていないというのが実情のようである 。

　従業員は常雇が１３０人，コーヒー収穫の最盛期である４月から８月には３００人ほどの日雇を雇う 。

工場は，¢０８時００分一１６時００分，　１６時００分一２４時００分
，　２４時００分一０８時００分の３交代勤務で

，

食事休憩１時間を除く７時間労働である。このシフトは１週問毎にチ ェンジする。毎日トラ ック

３， ４台で，遠い所は３５ｋｍもあるところを巡回して労働者を集める。出勤率を高めるために ，

¢勤務については朝食と昼食，　勤務は夕食を提供している。工場労働者は年齢が１７歳から４０歳

の人を雇用しており ，それほど苦労せずに集められる。その多くは政府のトランスミグラシ政策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９１３）



　１２　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４３巻 ・第６号）

によっ てジャワ島から移住してきた人々である。ちなみに，ランポン省の人口８００万人のうち７００

万人はジャワ島等からの移住者であ って，雇用労働力の確保にはそれほと苦労しない。出勤率は

たいへん高く ，よく働くとのことである。工場労働者（男子）の賃金はランポン州賃金基準（最

低賃金２ ，５００ルピア／日）をもとに，未熟練者で日給３ ，０００ルピアに始まり ，熟練者では５ ，０００ルピア

である（　の２４時００分以降の夜問労働勤務の場合は食事が提供されないので，割増賃金がある）。 班長は

月給２０～３０万ルピアである。コーヒー袋縫い作業（交代労働なし。０８時００分から１６時００分の勤務）に

は女子労働者４０人が雇用されており ，日給は２ ，０００～３ ，５００ルピアである 。ちなみに１９９３年末にお

けるルピアの為替レートは１ルピア６銭ていどであるから，ランポン省最低賃金（日給）２ ，５００

ルピアはわずか１５０円，ランポン省で一般のコニヒー工場労働者で，日給は１８０円から２１０円の水

準にあることになる 。

　プラシタ ・グループのいまひとつの主力工場であるアネカ ・フミ ・アシー社（パレンハン）は
，

１９８４年に現在の工場設備（敷地は１２ｈ。）を買い入れている。ゴムとコーヒー豆の精製加工を行な

っており ，ゴムではプラシダ ・グループの最主力工場であり ，コーヒーではランポンエ場より規

模はやや小さいものの，年問４万トンの輸出量である。今後これを７万トンまで増やしたいと計

画している。そのなかには上に見たアネカ ・スンベル ・ケンカナ社が進めているアラビカコーヒ

ーの新農園開発計画への参加も含まれる 。

　コーヒー精製加工部門には３５０人の労働者を雇用しており ，収穫期には３交替制で加工を行な

っている。工場賃金は男では日給６ ，０００ルピア，女では３ ，０００ルピア（コーヒー袋縫い作業）である 。

またバージ（艀）コンテナヘのコーヒー豆袋（９０ｋｇ）の積み込み作業は，１袋当たり１５０ルピア

の出来高賃金である。いずれもランポンよりやや高い水準にある（ランポンの袋積み込み作業賃は

５０ルピァ）・ プラシタ ・クループとしては，このパレンハンとランポンの賃金格差を背景に，コー

ヒー精製工場の主力はランポンエ場に置く戦略をとっ ているという 。

　なお，このパレンバンエ場では，ＡＰ－１（アフターポリッ シュ）よりも価格評価の高い差別化商

品として，主として日本向けの
‘‘

ＳＡＫＵＲＡ”を製品にしていることをひとつの特徴にしている 。

１　ベトナムのコーヒー輸出入公杜

　１　ドイモイ政策のもとで伸びるコーヒー生産と輸出

　かつて旧ソ連や東欧諸国に向っていたベトナムのロブスタコーヒー が， 主にシンガポールを経

由しながら，国際価格の低迷下で輸出を伸ばしている。輸出量はタイを抜いて１０万トンに近づい

ている 。

　ベトナムは，１９８６年以来ドイモイ（刷新）政策を採用し，改革開放と市場経済移行に適進して

いる。農業分野についても１９８８年４月に，ベトナム共産党の「農業経済管理の刷新に関する政治

局決議第１０号」が，○農産物の市場価格での買上げ，　集団経営から家族経営への転換，　農家

の土地使用権を１５年問とし，安定して経営に励めるようにするなど，従来の農業集団化政策を画

期的に転換させ，農業の活性化に成果を上げてきた。翌８９年には，米の生産が増加し１ ，９００万ト

ンになり ，一転して米輸出国になっ た（８９年の輸出量１４２万トン）。 ９２年には米の生産量は２ ，４００万
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トン，輸出量は１９０万トン（世界第３位）に達した。作物栽培面積の増加も見られ（１９９０年の水稲作

付面積は３期作合計で５９６万ｈａ），商品作物のなかではとくにコーヒーの栽培面積 ・生産量が大きく

伸びている（１９８５年４ ．５万ｈａ， ８６年６ ．６万ｈａ・ １． ９万トン ，８７年９ ．２万ｈａ・
２． １万トン ，８８年１１ ．２万ｈａ・ ３． １

万トン ，９０年１２ ．３万ｈａ・ ６． Ｏ万トン）。 コーヒー以外に栽培面積が増加しているのは，ゴム（８５年１８
．Ｏ

万ｈ。，９０年２１ ．６万ｈ。），ココ ナッッやし（同１２ ．７万ｈ。，
２０ ．６万ｈ。），茶（同５ ．１万ｈ。， ５． ８万ｈ。）であ

り， 他方，さとうきび（同１４ ．３万ｈ。， １３ ．５万ｈ。），葉たばこ（同４ ．３万ｈ。， ２． ２万ｈ。）などは減少し

ている。おそらく ，いずれも国際市況を敏感に反映しての変化であろう 。

　あまり知られていないが，ベトナム経済にとっ てコーヒーは外貨獲得源としてたいへん重要で

ある。１９９２年のベトナムの十大輸出商品のうち４品目が農産物であ って，コーヒーは米に次ぐ輸

出農産物である（コーヒーに次いで，ピーナ ッツ，呆実 ・農莱）。

　さらにドイモイは貿易政策の分野でも ，１９８０年までの外国貿易省直属の輸出入国営公社（１業

種１輸出入公杜原則）による運営から，８０年代前半には地方の輸出入公社の設立，外国貿易省の権

限縮小，そして８６年以降は輸出入数量規制の緩和，民問企業の輸出入業務の認可が進められてき
１０）

た。

　先の表一３に見られたとおり ，１９９１年におけるベトナムのコーヒー輸出量は７．７万トンに達する

が， うち５ ．３万トン（６９．０％）はシンガポール向けである。輸出量の３分の２余りは後に見るシン

ガポールの輸出業者の手で中継されて国際市場に輸出されているところに，輸出入の国営公杜方

式を改革しはじめて日の浅いベトナムの特徴が現れている 。

　以下は，コーヒー輸出入公社についてホーチミン市とハノイ市で行なっ たヒヤリングによっ て

いる。各公社の経営はいまだ安定しておらず，今後も相当の曲折が予想されるところである 。

　２　 コーヒー輸出入公社

　（１）ＶＩＮＡＣＡＦＥ

　ハノイに事務所を置くベトナム全国 コーヒー 輸出入公社（ＶＩＮＡＣＡＦＥ，ＶＩＥＴＮＡＭ　ＮＡＴＩＯＮＡＬ

ＣＯＦＦＥＥＥＸＰＯＲＴ－ＩＭＰＯＲＴＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ）は，トイモイ政策が推進されているなかにあ って ，

複雑な組織である 。

　ベトナムにはコーヒーに関する団体が２つある 。

　ひとつは，農業食品工業省の管理下にある公団であるＶＩＮＡＣＡＦＥＵＮＩＯＮである。いまひ

とつはベトナム　ココア　コーヒー 協会であるＶＩＣＯＦＡ（ＶＩＥＴＮＡＭＣＯＣＯＡＣＯＦＦＥＥ

ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ）であ って，これはココアやコーヒーの輸出業者の業界団体（非政府組織）である 。

協会の責任者をＶＩＮＡＣＡＦＥ会長が兼務している。将来的には，この業界団体をインドネシア

の輸出業者協会（ＡＥＫＩ）のような組織に発展させたいとしている。ロントンの国際コーヒー機

関へのベトナムの代表には，農業食品工業省と貿易省の役人が中心に，ＶＩＣＯＦＡからも参加す

る。

　ＶＩＮＡＣＡＦＥは，以下の業務を行なっ ている 。

　１）コーヒー栽培と加工

　２万ｈａのコーヒー園を保有している。ベトナムのコーヒー産地は中部のダクラク省を筆頭に ，

南部のドムナイ省，ラムドン省が中心であ って，いずれもロブスタである。北部ではハティン省
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にわずかのロブスタ産地があり ，さらにソンラ省の高地にアラビカが栽培されている。総面積で

１２万ｈａほどあるが，面積の増加は抑え，管理の改善に力を入れる方向にあるという 。ロフスタ

産地も標高が８００ｍから１ ，１００ｍあ って，堅くしっ かりしたグリーンコーヒーが生産され，選

別が改善されれば品質評価は高いものになろう 。

　コーヒー園には選別加工工場を付属させ，輸出用 ・国内用の両方の加工を行なっ ている。ホー

チミン市郊外にはインスタントコーヒー工場（ＢＩＥＮ　ＨＯＡ　ＣＯＦＦＥＥ　ＰＬＡＮＴ，元フランス企業）も

持っ ている 。

　政府のコーヒーに対する助成策は，アラビカについては栽培適地である北部高原での特別融資

制度による新植助成や新品種苗導入配分などが行なわれている。ロブスタについては当面これ以

上の新植は考えられておらず，土地税引き下げ，輸出税廃止などの奨励措置がとられており ，

２０００年には２０万ｈａのコーヒー栽培面積，うち６ ．５万ｈａをアラビカとする目標が掲げられている 。

主産地ダクラク省にコーヒー調査研究所（ＥＡＫＭＡＴ）を設置して，試験研究が行なわれている 。

　２）輸出業務

　（：Ｄ　ｖＩＮＡｃＡＦＥ（本部ハノイ），　ｖＩＮＡｃＡＦＥ　Ｉ（同ハノイ），　ｖＩＮＡｃＡＦＥ　ｌＩ（同ニャチャ

ン），＠ＭＡＳＣＯＦＥＸ（Ｍａｔｅｍ１ｓ　Ｓｕｐｐ１ｙ　Ｃｏｍｐａｎｙ）（同ニャチャン），　ＶＩＮＡＣＡＦＥ皿（本部ホー

チミン），＠ＶＩＮＡＣＯＦＥＸＩＭ（本部ホーチミン）の６社が，１９８７年７月以来，全国林産物輸入輸

出公団が担当していた輸出業務を行なうようになっ た。 ハノイのＶＩＮＡＣＡＦＥも ，全体を管理

するだけでなく独自に輸出業務を行なう 。

　コーヒーの輸出業務がいくつもの公社によっ て競争的に行なわれているのは，コーヒー産業の

発展を目指して輸出入公社制度のリストラクチ ュアリングが行なわれており ，ドイモイ政策のな

かで反独占政策が重要な位置を占めていること ，さらに民問のコーヒー輸出業者がすでに７０社余

りも営業していることと関わっている。輸出港はホーチミン港が圧倒的で７０％を占める。その他

はハイフォン港と ，わずかにニャチャン港である。したがって，民間輸出業者も大部分がホーチ

ミンで営業している 。

　ベトナムのコーヒー輸出においては，科学技術環境省 ・ベトナム品質計量基準局（ＶＩＥＴＮＡＭ

ＱＵＡＲＩＴＹＭＥＡＳＵＲＥＭＥＮＴＳＴＡＮＤＡＲＤＤＥＰＡＲＴＭＥＮＴ）が決定したロフスタコーヒー品質規

格が輸出用規格として利用されている（表一７）。 ただし，実際の取引においては，輸出業者に義

務づけられた規格ではなく指導的基準にとどまっ ている。インドネシアではグレード６以下のも

のの輸出を禁止していることとの関わりで，国際的な基準に沿って輸出されるベトナムコーヒー

の品質規格化が必要になっ ていることは認識されており ，政府がフォローして検討しているとい

表一７　ベトナムのロブスタコーヒー品質規格

ロブスター１（Ｒ１） ロブスター２（Ｒ２）

Ｄｅｆｅｃｔ（欠点豆） 最大５％
（重量比）

最大１０％
（重量比）

Ｍｏｉｓｔｕｒｅ（乾燥度） 最大１３％ 最大１３％

Ａｄｍｉｘｔ皿ｅ（異物） 最大０ ．５％ 最大１ ．Ｏ％

Ｂｅａｎ　Ｓｉｚｅ（大きさ） スクリーン１６に残るもの８０％以上
クリーン１４に残るもの２０％以上

スクリーン１４に残るもの８０％以上
クリーン１２に残るもの２０％以上

（出所）ＶＩＮＣＡＦＥ資料 。

（９１６）



　　　　　　　　　　　　　東甫アジアのコーヒー加工輸出業者（村田）　　　　　　　　　　　　　
１５

う。 なお，ベトナムのロブスタコーヒーの品質に関しては，産地の中部高原がベトナム戦争にお

いて米軍が枯葉剤を濃密に散布した地域であることによる残留農薬問題が危倶される 。ＶＩＮＡ －

ＣＡＦＥとしてもそれが重大な問題であることを十分に認識しており ，輸出品については残留基

準以下であ って，バイヤーからも問題が出されていないとしている 。

　（２）ＶＩＮＡＣＡＦＥ皿とＶＩＮＡＣＯＦＥＸＩＭ

　ＶＩＮＡＣＡＦＥ皿はコーヒー豆の買い入れは，¢ダクラク省にある国営農場３～４農場から買

い入れるものが半分，　ドムナイ省の多数の仲買人から買い入れるものが半分というところであ

る。 農家は値動きを見ながら仲買人に売っている。国営農場には精選加工施設があるので，公社

は選別された製品を買い，そのまま輸出することになる。仲買人から買う荷は，コーヒー豆の粒

の大きさが選別されただけのものである。輸出するコーヒー豆の品質は，ベトナムの国内グレー

ドでＲ２のものが９５％以上となり ，人件費の安い産地で手作業の精選加工が行なわれており ，グ

レードがきちんと決まっ ていないこともあ って，品質が安定していないことが大きな問題である 。

　産地からの買い付けは自由競争であり ，多数のシ ソパーが競争で買い付けるので，買い付け価

格が国際価格を上回る事態も起こる。その過程で荷が集らず，輸出契約の履行ができない（ノン

テリハリ ー一）といっ た失敗もこの公社は昨年経験している。資金量が小さく ，２００トンといっ た少

量単位でしか輸出できていない。１９９２年度の独自輸出量は３ ，ＯＯＯトン（ハノイのＶＩＮＡＣＡＦＥとの

共同買付 ・輸出もある）に留まり ，輸出先はスイス，オランダ，シンガポールと日本である。量的

には日本向けが多い 。

　国際相場は，取り扱うのが大部分ロブスタで日本以外は欧州を仕向先にしているので，ロンド

ンを見ているという 。ロンドン相場と国内相場を見て輸出価格を設定する。現在の国際価格なら

何とかなるという 。今後の経営戦略としては，¢買付資金の調達量を拡大すること（外国銀行か

らの借入を目指したい），　日本市場への直接輸出（現在はネ ッスル社やボルカフェ社などの国際トレー

ダーが日本向けに買 っている）である。「日本市場は大きな市場だが，品質基準やバイヤーの要求が

たいへん厳しい」という 。５０人いたという職員を３０人に減らして経営を維持しているが，もとも

と政府間契約に対するテリハリーの経験等しかなく ，トレーターとしての実績が乏しいだけに経

営確立の道は容易でないというのが実態といえよう 。

　ＶＩＮＡＣＯＦＥＸＩＭはＶＩＮＡＣＡＦＥ　Ｉ～皿と同列で，完全に独立した公社経営（常雇３０人）であ

るが，精選加工工場２工場を持っているベトナム最大手の輸出業者である。工場は３年前に，ベ

トナムが国際コーヒー機関に加盟したので輸出が増加し，高品質のコーヒーを輸出するには工場

が必要になるだろうと予測のもとに建設されている。ダクラク省とラムドン省のロブスタを買い

付け，カラーソーターも導入して精選している。９２年度には１１月から４月までの５ヵ月問操業し ，

２０～３０人の従業員で１ ．４万トンの加工実績である 。

　輸出量 ・輸出額は，９１年度９ ，０００トン ，７００万ドル，９２年度１ ．３万トン ，９００万ドルであ った 。９１

年度は１トン当たり７８０ドル，９２年度は同６９０ドルの低価格であ った。９３年度は１ ．３万トンの輸出

量で１ ，３００万ドル（１トン当たり１ ，Ｏ００ドル）の輸出額を期待している。輸出先では日本が最大で

５０％を占め，他は欧州向けである。日本への輸出は，規格がきわめて厳重であ ってむずかしく ，

欧州のバイヤーを通じての輸出であ った。資金を得て輸出数量を拡大しながら，信頼される公社

としての成長をめざすという 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９１７）
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　（３）ＩＮＥＸＩＭ　ＤＡＫＬＡＫ

　タクラク省投資輸入輸出公社ＩＮＥＸＩＭ　ＤＡＫＬＡＫ（ＤＡＫＬＡＫ　ＩＮＶＥＳＴＭＥＮＴ　ＩＭＰＯＲＴＥＸ ．

ＰＯＲＴ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ）は，国営公社が１９８８年に改組され今日の組織になっ たものである（従業

員４００人）。

　この公社は他の輸出入公社とは異なっ て， コーヒー輸出業務を行なうだけでなく ，コーヒー農

園への投資を行なっ ているところに特徴がある。１９８６年以来６年事業で総事業費８００万ドルの農

業基盤整備事業（灌激施設整備，施肥なと）を，主に農民経営に対して行なっ ているという 。タク

ラク省には１２郡があ って，そのすべてにコーヒー農園がある。コーヒー農園総面積は５ ．５万ｈａ

あり ，うち３２万ｈａ が農家による経営，２３万ｈａが国営農場である。農民経営の平均規模は２
ｈａ というから，これはインドネシアなどよりは相対的に大型である 。国営農場（１２農場）は１９７５

年の解放後フランス人プランテーシ ョンを接収し，１９８３年に国営農場として組織されたものであ

るが，現在では農民への分割を進めており縮小の傾向にある 。

　ベトナムでのコーヒー栽培の歴史は１９世紀末に始まるが，それは北ベトナムでのフランス人の

入植であ った。ラクダク省では１９５４年にフランス人がコーヒー栽培を始めており ，アラビカ，ロ

ブスタ ，サリ（Ｃｈａ．ｙ）の３品種が栽培されてきたが，南ベトナムが解放される１９７５年までには

ほとんどがロブスタになっ ている 。１９７６，７７年に５０トンのサリが輸出された実績があるが，単価

が安く ，その後は伐採されている 。

　ラクダク省のコーヒーの単収は，８０年代半ばまでは，国営農場で１ｈａ当たり８００ｋｇ，農民経

営で１ ，５００ｋｇであ った。国営農場の単収の低さは官僚的管理の結果である 。１９８６年以降の管理

システムの改善と国営農場の農場労働者による請負制への分割によっ て， 単収はしだいに上昇し

てきている。現在の平均は１ ，３００ｋｇ水準と見られる（ラクタク省の総生産量が７万トンレベルになっ

ている）。 農民経営のなかには３トンから４トンもの単収を上げるものもある。農民は販売額の

１０％（１ ，３００ｋｇの１０％で１３０ｋｇ分）を地代として政府に納入する。農民にとっ ては現在の国際価格

水準９８０ドル／トンでは収益性は相当低くなっ ているとみられる。農家の生産費の算出は困難であ

るが，ともかくも９２年から９３年半ばの低価格水準（最低の落ち込みは９２年の１トン当たり６７０～７００ド

ル）でも ，ベトナムのコーヒー農家は生産意欲を失わなかったとみられる。農家はコーヒー収穫

に日雇労働を雇用するとともに，コーヒー豆の精選加工を国営農場付属の工場に委託し，同時に

工場に雇われて出来高賃金を得ている。平均１ヵ月に４０ドル，収穫最盛期には１５０ドルに達する

農民もいる。これが価格低迷下のコーヒー栽培の低収益性を補完しているのである 。

　こうした状況下で，「ベトナムでは国際価格が９３年半ばの水準で安定すれば生産はまだ伸びる

可能性が高い」というのが，この公社の見方である。ベトナムロブスタの小農民経営における生

産費を１トン当たりほほ７５０ドルの線でみてよいのかもしれない 。

　ダクラク省投資輸入輸出公社のコーヒー豆集買は，¢農家に生産資材（肥料など）を提供し ，

収穫期に現物で返済させる，　事前に買上価格契約をしておき ，１２月初めに代金支払い，１２月中

に現物受取り ，　現物即金買取りの３つの方法で行なわれている。産地に市場はなく ，国営農場

に職員を派遣し ，３３０ヵ 所の集買所を開き，農民がそこに現物を運んでくる。こうして公社が集

買できる量は，省内生産量７万トンのうち１８万トンであるという 。４分の１という率は高いと

見るべきであろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９１８）
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　輸出先はフランス，トイッが多い。日本向けは丸紅，兼松，ホルカフェ社なとと取り引きして

いる。輸出単位は平均１ ，ＯＯＯトンである。１２月から４月が主な輸出期であ って，通年は輸出でき

ない。輸出価格の設定は国内相場とロントン価格を参考に決めている 。ロントン価格より２００～

３００ドノレイ氏い
ｏ

皿　中継貿易港シンガポールの輸出業者

１　シンガポールのコーヒー中継貿易

シンガポールのコーヒー貿易量は，表一８のとおりである 。輸入量は８２ ，０１３トン（９ ，８０１万シン

表一８　シンガポールのコーヒー 豆１）輸出入（１９９２年）

輸 入 輸 出

相手国
量（ｔ） 額硲ｒル 相手国

量（ｔ）
　Ｓドル額（ＦＯＢ

タ イ ６， ９４９ ８５３ 日 本 ７， ６４１ １， ０９６

フイリピン
２２６ ２８ 韓 国 ２， ３０６ ３０３

マレーシア
２０８ ７７

ホンコン
５２ ６

イ ン ド ７０ ８

マレーシア
２， １７０ ４８０

ビ ル マ
３０ ４ 台 湾 ６５ １３

中 国 １８ ３

ブルネイ
１９ ４

スリランカ
１９１ ２２

その他のアジア
１０７ １４

その他のアジア
２）

６３ ，４４１ ７， ４７９

オーストラリア
８， ４１４ １， ０６２

パプア ・ニュー ギニア ８０８ １６７

ニュージーランド
２， ９３４ ４５４

その他オセアニア
１５０ １６ ア メ リ カ ３１ ，６４６ ４， ４４０

ブラジル
１１２ ２８ カ ナ ダ ５０４ ９８

コロンビア
１， １４８ ２４４ チ リ １２０ ２３

メキシコ
７０ １５

ベルギ ー
１７５ ２０

ぺ ル 一 ９ ４ フ ラ ン ス ４２４ ５４

カ ナ ダ １０２ ３７ ド イ ツ ２， ８５２ ３６０

コートジボアール
７， ５４４ ５４６

ギリシャ
２， ３２８ ３４９

エチオピア
２１８ ５５５

アイルランド
６５ ２３

ケ 二 ア ３６ １５

イタリア
１， ２１２ １８１

タンザ 二 ア ４０ １０

ノルウエー
５０ ８

ウ

ガン
ダ １００ ７

ポルトガル
９９ １８

そ の 他 ３２ ７

スペイン
５２ ９

イギリス
５６８ ８１

オランダ
２９０ ４８

ブルガリア
１９６ １５

ポーランド
１， ２７０ １６２

ルーマ 二 ア １６ ３

工 ジ プ ト １， ２７６ １７０

イスラェル
４４４ ６６

レ ノざ ノ ン １， ４７８ １７０

モ 口 ツ コ ９９ １３

オマーン
２３２ ３８

アラブ首長国
１９０ ４３

その他アフリカ
３， ８１３ ４２９

合 計 ８２ ，０１３ ９， ８０１ 合 計 ７３ ，６１４ １０ ，３０７

注）１）焙煎されていないコーヒー 豆

　　２）輸入国のうちの「その他アジア」にインドネシア，ベトナムが含まれている 。

出所）Ｓｌ　ｇ　ｐ　Ｔｒａｄｅ Ｄｅｖｅｌ　ｐ　ｔＢｏａｒｄ　Ｓｍｇａｐｏｒｅ Ｔｒａｄｅ　Ｓｔａｔｌｓｔｌｃｓ　Ｄｅｃ１９９２Ｖｏ１ｌＶ　Ｎｏ１２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９１９）



　１８　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４３巻 ・第６号）

ガポールドル（以下ではＳドル）），輸出量は７３ ，６ユ４トン（１億３０７万Ｓドル）である。輸入相手国を

見れば，シンガポールがアジア産コーヒー豆の中継貿易港としての性格をもっ ていることを読み

取れる。輸出相手国としては米国だけでなく ，アジア，オセアニア，さらに欧州，中近東市場と

きわめて多彩である 。

　２　シンカポールのコーヒー輸出業者

　シンカポールコーヒー協会（Ｓｍｇ．ｐｏ．ｅ Ｃｏｆｆｅｅ Ａｓ．ｏｃ１．ｔ１ｏｎ）に加盟しているコーヒー輸出入業者

は７０社余りとされる。これにベトナムとのバーター貿易をやっている企業まで加えると業者の数

はさらに増える。ただし，コーヒー貿易を主業務にしているシンガポール資本の会社は１０社どま

りだと見られている。いずれも華僑系の輸出業者である 。

　ヒヤリングを行なっ た２社を紹介しよう 。

　（１）ヒヤン ・キエ社

　代表的な大手業者であるヒヤン ・キエ社（ＨＩＡＮＧ　ＫＩＥ，集和貿易私人有限公司）は，１９３６年の創

業で，資本金１ ，０００万Ｓドル，常雇従業員８０人である。これにコーヒー精製加工工場の日雇いが

数百人加わる。コーヒー取引を主業とするが，こしょうや丁子なと香辛料も取引している。コー

ヒーについては，カフェインレスコーヒー（生豆からカフェインを抜く加工）やグルメコーヒーの

生産も行っている。コーヒー豆の輸入先は主にインドネシアであ って８０％をしめる。インドネシ

ア産コーヒーはロブスタ，アラビカいずれも取り扱っている。その他ではタイ ，ベトナム，それ

にわずかだがフィリピンもある。インドネシア産については品質は少しずつ良くなっ てきており ，

２０年前に比べれば確実に良くなっ ていると見ている 。

　（２）ギェ ・アスコム社

　この輸出業者（ＧＩＥ　ＡＳＯＣＯＭ）は１９２０年代に父の叔父がスマトラのパレンバンでコーヒー取

引を創業したことに始まり ，１９６５年以前にはスマトラコーヒーをシンガポールで精製加工して ，

主に欧州（オランダ）や米国に輸出していたという 。産地インドネシアをもともとの拠点として

きたシンガポールの多くのコーヒー輸出業者の典型ともいえる会社である 。

　１９９２年には，倒産した会社の工場を買収し，別会社スンベラジャヤ社（ＰＴ　ＳＵＭＢＥＲＡＪＡＹＡ）

を創業する方法で精製工場を１９９２年にスマトラのランポンで確保している。工場能力は２５ ，０００ト

ン， 常雇１５人，収穫期日雇８０人という 。スンベラジャヤ社はインドネシアコーヒー輸出業者協会

（ＡＥＫＩ）の会員企業である 。

　過去５年間の取扱実績は，２５ ，Ｏ００トンから３５ ，０００トンである。工場を設立する前は，インドネ

シアの輸出業者に加工を委託していた。コーヒー豆の買い入れは，インドネシア，タイ ，ベトナ

ム産であり ，少量だがインドからも買 っている。ベトナムについては，インフラおよび金融制度

が未整備であること，輸出業者もまだ未経験であることなどの問題をもっているが，低賃金 ・低

コストの有利さを持っていると見ている。タイは，インフラ整備も進んでおり ，輸出業者も成熟

していると評価している 。

　輸出先は欧州，米国，日本，マレーシア，韓国，オーストラリア，ニュージーランド，中近東

である。アジア市場（オセアニアを含む）が６０％を占める。かつての国際コーヒー協定非加盟輸入

国（韓国，アフリカなど）は現在では競争がたいへん激しくなっ ており ，輸出割合は１０～２０％に下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９２０）
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がっ ている。直接リスクを冒してまで売る必要はないということである。ちなみに北朝鮮には直

接には売っていない。また韓国市場はだんだん成熟してきており ，現在はＫＧＦとネ ッスルコリ

アの２社が輸入を独占しているという 。８９年７月以降の価格下落のもとで，薄いマーシンで厳し

い生き残りをかけて，隙問市場を狙い，従来のクレートに従うだけでなく ，顧客の要望に合せた

サービスを展開するというのが，中継貿易港シンガポールの輸出業者の戦略と見られる 。

おわりに

　東南アジアのコーヒー輸出国として大きいインドネシア，タイ ，ベトナムのなかから，インド

ネシアとベトナム，それに中継貿易港シンガポールの３ヵ 国の加工輸出業者の動きを取り上げた 。

わが国へ輸入される東南アジア産コーヒーの多くは，総合商社がここに紹介したような輸出業者

から輸入したものである 。

　小稿は，東南アジアの重要な輸出一次産品であるコーヒーの生産農民の経営発展と所得向上に

とっ て， 精製加工や輸出業務のありようはきわめて重大な意味をもっ ていることを明らかにする

作業の中問報告である 。

１）東南アジアにおけるコーヒーの生産については，拙稿「国際コーヒー市場とインドネシア産地」

　（『金沢大学経済学部論集』第１５巻第１号，１９９４年１２月所収）を参照されたい 。

２）本稿のもとになっ た現地調査は，財団法人新農政研究所が１９９３，９４年の２ヵ 年にわた って実施した

　調査研究「南北問題におけるコーヒー豆の研究　　日本の国際貢献策を求めて　　」に参加して ，

　１９９３年１１月１０日より１２月５日の問に，シンガポール，インドネシア，ベトナムの３ヵ 国において行な

　っ たものである 。

３）輸出されるコーヒー豆にはアラビカ種とロブスタ種の２種がある。これ以外にリベリア原産のリベ

　リカ種があるが，生産量も少なく国際的にも取引はまれである。アラビカはエチオピア原産で世界生

　産量の７０％以上を占める。コンゴ原産のロブスタ種は病害に強く ，アラビカ種よりも低地で栽培が可

　能なことからアフリカや東南アジアで栽培が広がった。風味や香りはアラビカ種より劣るが，加工特

　性があるためにインスタントコーヒー原料としての需要がある 。

４）アフリカのロブスタコーヒー生産国における減産については，例えばインドネシアに次ぐ世界第３

　位の生産国であるコートジボアールは１９９１年度（コーヒー年度であ って１０月から翌年９月まで）の生

　産量２５．７万トンが翌９２年度には１４万トンに大幅な減産となっ た。「ＪＥＴＲＯ農林水産Ｗｅｅｋ１ｙ」Ｎｏ

　１９５８．１９９４年１１月８日参照
。

５）上野隆樹「コーヒーの歴史とアジアの生産流通」（『商晶先物取引研究 ・南北貿易におけるコーヒー

　豆　　日本の国際貢献策を求めて　　 ・中問報告』，財団法人新農政研究所，１９９３年５月）参照 。

６）徳田明夫「コーヒー豆の流通について」（同上）。 米倉　等「小農生産と市場構造　　イントネシア

　におけるコーヒー生産の事例　　」（平島成望編『一次産品問題の新展開　　１青報化と需要変化への

　対応　　』，アジア経済研究所，研究双書Ｎｏ３８３．１９８９年参昭 。

７）参考までにコーヒー豆の加工選別工程を次ぺ一ジに図示しておく 。

８）北部スマトラ地域のコーヒー産地で，ロフスタコーヒーの生産量が落ちているのは，価格の低落が

　管理不足や無施肥をもたらしている結果だろうという 。アラビカの場合は品質はまだ維持しているが ，

　ロブスタは品質も低下していると見られる。価格低落に対して，この北スマトラ ・アチ ェの生産農民

　がスマトラ南部のコーヒートライアングルのロブスタ産地の農民より激しく反応しているのは，この

（９２１）



２０ 立命館経済学（第４３巻 ・第６号）

　地域では小生産農民のコーヒー栽培規模がさらに小さく（平均規模は１ｈａ以下であ って，単収は

　６００ｋｇ／１ｈａ），他方でこの地域は混合農業が一般的であ って野莱（ブロッコリー トマト ，キャベ

　ツ，コーンなど），果実（ドリアン，マンゴスチン），じゃがいも（１～２月収穫の欧州向け）等の商

　品作物が豊富であ って，価格変動に対して農民が経営の重点を激しく移す傾向が強いことによるもの

　である。コーヒーノキの新植はストッ プしたものの生産量は落ちていない南部スマトラのロブスタ産

　地とは，混合農業のレベルが相当に異なっ ているのである。北スマトラのアラビカコーヒー産地であ

　る高原地帯が，歴史のある商品野菜産地（王にシンカポールやマレーシア向け）であることを見落せ

　ない 。

９）１９９３年半ばの国際価格水準は生産農民にとっても低すぎ，北スマトラの農民のコストからするとロ

　ブスタでは１ｋｇ当たり１ドル，アラビカでは２ドルは最低必要な水準だろうというのが，メダンの

　輸出業者の見方であ った 。

１０）矢島鉤次 ・窪田光純ｒトイモイの国ベトナム』，同文館，１９９３年参照。Ｎｇｕｙｅｎ　Ｘｕａｎ　Ｏａｎｈ／ＰｈｌＬ

　１１ｐ　Ｄｏｎａ１ｄ　Ｇｍｂ，Ｖ１ｅｔｎａｍ　Ｔｈｅ　Ｎｅｗ　Ｉｎｖｅｓｔｍｅｎｔ　Ｆｒｏｎｔ１ｅｒ　Ｉｎ　Ｓｏｕ出ｅａｓｔ　Ａｓ１ａ，Ｔｍｅｓ　Ａｃａｄｅｍ１ｃ　Ｐｒｅｓｓ
，

　Ｓ１ｎｇａｐｏｒｅ，１９９２

　　　　　　　　　　　　　　 コーヒー豆の加工選別工程

（１）ウォソンユト（水洗式コーヒー精製法）

　　水　　　洗

採取したコーヒーチ ェリー

を水槽に入れ，一昼夜つけ
て， 外皮がとれやすいよう

にする 。

　　脱　　　皮

脱皮機にかけ，外皮を取り

除く 。

そして粘着質が取れやすい

ように水槽で醗酵させる 。

　　水洗選別
豆を水槽に流し，水に沈む

完熟豆と ，水に浮く未熟豆

に選別し，同時に粘着質の

のりも水洗いする 。

◆

（２）

　　脱　　　穀
出荷に際して，シルバース

キンやパーチメントを取り

除くためにハリングマシン
（脱穀機）にかけ，グリーン

コーヒーにする 。

　　乾　　　燥

沈んだ完熟豆を天日と乾燥

窯で乾燥し，出荷までパー

チメントコーヒーの状態で

保管する 。

アンウォッシュド（非水洗式コーヒー精製法）

　　　　天回乾燥

採取した コーヒーチェリーを天日の

下に広げ，一日数回かきまぜ，２～３

週間干し完全に乾燥させる 。一部 ，

機械乾燥（併用）もあるが，この状

態で出荷まで保管する 。

　　　　脱皮 ・脱穀

出荷時にハリングマシンにかけ ，

外皮やシルバースキンなどの内皮

を同時に脱穀し，グリーンコーヒ

ーにする 。

（９２２）


